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の発現とリンパ節転移が棺関することを示した Csubmit ted) 0 また、この抗体によって、
podoplaninが中皮臆のマーカーとなることがわかった。
3. ホメオボックス遺伝子 proxlはがん細胞ではがん抑制遺イ云子として働く
proxlは様々ながん細胞で発現する O 勝臓がん、肝臓がん、肺がんで、 proxlの発現はがん
の分化度と相関した。また、 Proxlはがん細胞の増殖・トランスフォーメーションを抑制す





胎児期 (E13.5)の肝臓から、肝臓前駆細胞と Thyl陽性間質細胞を分離した。さらに、 Thyl
陽性間質細胞は podoplaninの発現によって 2つに分離することがわかった。 Podoplanin陽
性間質細胞は肝臓前駆細胞の分化を誘導し、 podoplanin陰性間質細胞は肝臓前駆細胞の未分
化を維持することを示した。現在、これら間質細胞と肝臓がん進展との関連を調べている O
(submi t ted) 
5. リンパ管内皮細胞の分化過程の解析(論文2)
ES細胞を OP9細胞上で培養することで、 LECを分化誘導することに成功した。この系を用い
て、リンパ管分化に VEGF-C，Angiopoietin-2が必須であることを明らかにした。しかし、こ
れら分子のみでは不十分で、必須因子が OP9の培養液内に存在することがわかった。また、
Notch変異 ES細胞を用いて、 Notchシグ、ナノレが血管前駆細胞とリンパ管の分化を決定するこ
とも示した。
